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戦後生活綴り方教育実践史研究
――神崎作文の会機関誌「むぎのめ」の考察を中心に一一




























菅原 稔 :戦後生活綴 り方教育実践史研究
行が企てられたのである。また,「むぎのめ」発行の動機が「会員相互のつながりを密にする」「書












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































|      ヱ。本人たちに,その日の様子を詳 しく書かせる。
2.ヱの作文を学級の全員が読み,尋ねたいことや意見を書 く。
1                     自分だったらど.うするかを書 く。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































く    ○. 書｀くこと″ 書｀かれたもの″の機能に着目した実践の記録





























































































































































































































































































































































































牛    若畑とし美
くの家〉
わ た し が 田 ん ば か ら か え る と ,牛 ご や の 中 で ,牛 が ゆ か り ち ゃ ん と こ の 方 を , し ょ ん ば り と 見 て




















というたった見少 し〉    くやらなかったら〉
わたしが,ちいとしか草をやらへんだら,牛は,もっとたべたそうに,したをペロリとだした。
















て,作文,綴り方教育がどのように営まれていたかを考察してきた。                   ″









2),「わたしたちの歩みと『むぎのめ』の歴史」 鎌谷嘉道 「作文と教育」誌 第11巻10号(昭和35年(1960
年〉9月) 120ぺ～121ペ
3),「千葉賞の受賞を,どのようにうけとめるか」 鎌谷嘉道 第19号7ぺ                        で
4),同上
5),「神崎作文の会規約案」 前出 44ペ



























上 52ぺ～54ぺ 作文中の く 〉内|は引用者が適宜補ったものである。
(付記)
本稿は|,私の 地｀域作文 (綴,方)教育実践史1研究″の‐環であるが,鎌谷嘉道氏には直接お話
をいただき,また協力・ご配慮をいただいた。記して深く感謝の意を表したい。
(日召56. 5 ,10言己)
(昭和57年5月15日受理)
